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陸地部分を設け、高くする

みお筋部の水深を大きくする
川面へ

近づきやすくする

維持管理
への協力

川への
関心向上

川と地域住民の
理想的な関係

・みお筋部の水深が小さいとツルヨ
シ等の抽水植物が繁茂しやすくな
ります。目安としては、水深を
30cmよりも大きくすると河床か
らのツルヨシの繁茂を抑制するこ
とができます。

・陸地部分を高くすることで、ヤナギが生え難くなり
ます。

・陸地部分をある程度高くし、ジメジメしていない環
境とすることで、人の利用がしやすくなって川への
関心が高まり、維持管理への協力が得られやすくな
ります。

和泉川では、魅力ある川づくりを
行い、また、陸地部分が利用しや
すいため、草刈り等周辺住民の協
力が得られやすくなっています。 和泉川の例

みお筋部

3本の川があります。
１本の真っ直ぐな川と２本の曲がった川があります。
それぞれの条件を変えて比較実験を行うことができます。

洪水を起こすことができます。
自然の川から水を引いて、上流に貯め、
水量をコントロールしながら川に水を流すことができます。

様々なしかけが作ってあります。
真っ直ぐな川には、水際が植物のところと、コンクリートのところがあります。
曲がった川にはワンドや氾濫原などがあり、
生き物が川の空間をどのように利用しているのかを調べることができます。

中流ゾーン（氾濫原）
本川の横に幅の狭い高水敷があり
ます。出水時の冠水により生物相が
どの様に変化するのか、氾濫原の
基本的特性を研究しています。
（延長：110ｍ、河床勾配：1/800）

中流ゾーン（ワンド）
半止水的環境であるワンドは、生物
多様性の高い領域として知られて
います。実験河川の流量やワンド－
河川間の接続状況を変化させ、ワン
ドの生態的機能を研究しています。
（延長：110ｍ、河床勾配：1/800）

下流ゾーン
実験河川の一番下流にあるこの
ゾーンは、川を蛇行させて流れに
変化を与え、生き物が川の空間を
どのように使うのか、またそれらを
保全するためにはどのようにすれば
よいかを研究しています。
（延長：180ｍ、河床勾配：1/300）

上流ゾーン
河岸をコンクリートで被い直線に
することで、流れの速い区間ができ
ます。ここでは、洪水と川底の石につ
いた藻の剥離に関する実験や、流
れが川底を動かす力について研究
を行っています。
（延長：130ｍ、河床勾配：1/200）

実験池
実験池には、植物が生えないように池の
まわりがコンクリートでつくられた池が3つ、
自然に植物が生えるように土でつくられた
池が3つあります。池の中に植物がある
ことで、池の中の生態系や水質がどの
ように変化するのかを研究します。

研究棟
研究棟には、研究室、水質実験室、
実験制御室、図書室、ビジタールーム
などがあります。ビジタールームと図書
室は一般に公開しています。

配水池
新境川の水はこの配水池から制水
槽を経由して実験河川・実験池に
配水されます。また配水池のゲートを
倒すことによって、各河川に毎秒約
4トンの人工的な出水を起こすこと
ができます。

拡幅後の維持管理上の課題

特 集

平成22年に改訂された「中小河川に関する河道計画の技術基準」（以下、技術基準）の中で、
河積の確保には原則として川幅を広くすること（以下、拡幅）が明示されました。
しかし、単純な拡幅は、河床が平坦化し流速や水深が一定となり、
魚や昆虫など水生生物のすみ家に影響を与えるだけでなく、
河床全体に植物が生え易くなることで維持管理の手間が増えてしまいます。
河川管理者にとって維持管理を軽減するためには、拡幅時にどのような工夫が求められるのでしょうか？

川の横断面形状は、
維持管理に大きな影響を与えます。

ここがPoint！！

現在の技術基準では、流下能力をあげるための河積の拡大は、
原則として拡幅により行うことになっています。

しかし、単純な拡幅は、河道内に草が繁茂し、
維持管理の手間が増えます。

拡幅時に、横断面形状を工夫することで、維持管理の軽減化が期待されます。

問題の解決に向けて…

拡幅前の河道

単純な拡幅後の河道

横断面形状を工夫した拡幅後の河道

中小河川の維持管理を巡って　植物の繁茂の抑制と川の断面形状

単純な拡幅により、草が繁茂した例
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